





















































































































































































































































































４ － ２ ）　社会のための科学とは
 順応的管理の問題を克服するために、近年では「科学知」や「専門知」を市民や利害関係者に還元する試みとし
ての「科学的コミュニケーション」も注目されている。とりわけ震災による原子力発電所の事故を境に「シヴィリ
アン・コントロール」（市民による科学技術のコントロール）の必要性が広く認知されたこともあって、その必要
性が高まっている分野でもある。ただし現行の科学コミュニケーションはおおよそ事実やリスクを“わかりやすく”
伝えるという方法論を課題にしており、往々にして理科教育的な啓蒙的コミュニケーションにとどまっているとい
う印象をうける。
 また他方で、科学コミュニケーションは「順応的管理」の拡張概念として誕生した「順応的ガバナンス（adaptive 
governance）」の中に取り込まれつつもある。「順応的ガバナンス」とは、施策を担う主体を取り込み、自然環境
や被害等の量的事実という技術的認識関心に基づく論理プロセスに社会科学的アプローチを接続した概念である。
あるいは、「生態系システム（ecosystem）と「社会システム（social system）」の共進化、もしくは共進化が可能
になっている状態での資源管理のしくみ（松村2013）のことである。
 「順応的ガバナンス」は、現場の問題から提起された有効な環境マネジメント・モデルであると考えられる。し
かしながら、「順応的ガバナンス」は生態学や自然科学的アプローチによる一元化への批判を前提として成立して
きた経緯から、「生態系システム」と「社会システム」、「科学知」と「生活知」、あるいは「知識生産者」と「地域
社会の知識ユーザー」といった対立項を抱え、自然科学と社会科学の二元論、つまりは「物」と「心」の二元論を
維持したままでの“共進化”となるであろう。そこで「科学と社会」、「専門家と住民」をつなぐコミュニケーショ
ンという実践が要請されることになるであろうが、しかし原理的にみれば、コミュニケーションの失敗によってガ
バナンスが滞ってしまうという危うさを払拭することはできない。
 いうまでもなく、自然の問題は人間社会の問題であり、人間社会は自然の問題でもある。「科学知」と「生活知」、
あるいは「科学的価値」と「人間的価値」といった、環境ガバナンスにおける二元論を克服するためには、科学や
科学知のあり方そのものを問い直す作業からはじめることが必要になるのではないだろうか。その意味で、南方が
展開した「曼荼羅」や「事の学」としての科学論は、科学的理性批判として、また自然科学の社会的合理性を示唆
しているという点で参照点的意義があると考えられる。社会的合理性とはつまり、科学は人々の意味や価値、世界
観や生命観に関与できるものであり、それが環境保全を担う主体の「動機」や「納得」、「覚悟」をもたらす力や基
盤にもなりうるということである。「納得」や「覚悟」は順応的ガバナンスの要であることからして（宮内2013）、
南方の思想は順応的管理モデルの生態学的基盤の再構築という課題において、意義深いものであろう。
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